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【目的】演者らは、今まで心臓交感神経機能診断薬：[I-125]MIBG を用い, “MIBG

の心臓集積性と心重量との関連”について検討することにより 心臓における交

感神経機能を評価してきたが、その研究において「心重量 と MIBG の集積性 との

間には比較的良好な相関関係がある」の結果を得ている。今回 上記知見を応用し

て MIBG および心不全動物を用い, 心機能改善薬投与による心重量の変化および

MIBG の心臓集積性の変化より、心機能改善薬の薬効を評価した。 

【方法】実験に用いた動物は、正常ラット群, 心不全無治療ラット群および心不

全＋心機能改善薬投与ラット群（薬剤 2 種：1. Carvedilol（Car 投与群）、2. PV

（脂肪酸代謝機能改善予測薬 ; PV 投与群）の４群である。集積性実験は、

[I-125]MIBG を用い, 心臓集積放射能計測および心重量計測により行った。また 

薬効評価は 以下の操作により行った。-- (1) 正常群および心不全無治療群にお

ける 心重量(X 軸；心機能改善度)-心臓集積性(Y 軸；心臓交感神経機能改善度) の

グラフを作成し, X 軸,Y 軸について各群の平均点を算出 (2)(1)のグラフに改善薬

投与群の結果を加え, (1)と同様 平均点を算出 (3)改善薬投与群の平均点が 心不

全無治療群の平均点から移動する程度を算出することにより薬剤効果を判定 

【結果および考察】Car 投与群では, 心不全群と比べて心重量の変化（軽減）は小

さく, 心臓集積性は中程度に変化したことから、Carvedilol は 心臓交感神経機能

改善に対して 薬効が中程度の改善薬であることが示唆され、また PV 投与群では, 

心重量の大きな変化（軽減）と心臓集積性の中程度の変化がみられたことから、

PV は ある程度の交感神経機能改善効果を有するが、他の改善効果も有する（”心

重量の大きな軽減”の実験結果より）改善薬であることが示唆された。 


